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が決まりました。お知らせします。

　季節の言葉  これからの季節は雨の日が多くなり、室内で過ごす時間も 「ノクツドウライオウ　靴ノ往来堂」

五月雨（さみだれ） 多くなりますね。図書室で過ごす生徒さんも増えることと思い あなたの人生を変える魔法の靴店！高いビルの間にちょこんとはさまっ

旧暦の５月に降る雨。現在の ます。普段読まないようなジャンルの本を読んでみたり、友 ている小さな建物。くすんだ色のレンガ造りのこの店は、築100年のオー

暦では６月。「さ」は神に捧げる だちから紹介してもらった本を読んでみたり、たくさんの本に ダ―メイド靴店「往来堂」だ。店主は靴職人の祖父。孫の夏希は、シ

稲の意味で「みだれ」は雨、田植 親しんでみて下さいね。 　　　　佐藤まどか||著 ューズデザイナーを夢見る中学生で祖父を尊敬していた。ある日、店

えのころに降る天からの恵です。 　　　　あすなろ書房 の後を継ぐはずの兄が突然いなくなり、店は危機的状況となった。夏

白南風（しらはえ） 希は後を継ぐべきか悩める日々を過ごす。そんな中、この店の土地を

梅雨明けに吹く南風。夏の訪れ 買い取りたいという土地開発会社の人たちが来た。祖父は、その内の1人の靴をみて足に合っ

を感じさせる白い雲が空に浮かぶ ていない靴を履いていると指摘する。その人は、どんな靴も合わないのであきらめている話した。

ころに吹きます。梅雨の黒雲の下の 祖父が助言すると、その人は靴を注文することになった。出来上がった靴を渡してまもなく、そ

風は黒南風（くろはえ）といいます。 の人が来店して言った。「まさか自分の人生が、たった一足の靴で変わるとは思いませんでし

た。」これらのいきさつを見ていた夏希は、自分の向かう道をさだめていく。シューズデザイナーを

夢見る中学生をさわやかに描いた青春ドラマ。

「希望のひとしずく」

　  6月の図書室では「本でビンゴ」を開催します。 　　オハイオ州の小さな町には、願いを叶えてくれるという井戸がある。中学1年生のライアンは、裕福な家

  借りる本の背表紙にある「分類番号」で縦・横・ななめ 　　の一人っ子アーネスト、幼なじみのリジーとともに、この井戸を見つける。そして、クラスメイトや町の人た

  にスタンプを揃えたら、ビンゴが完成です。 　　ちのさまざまな願い事を知る。アーネストの亡くなったおじいちゃんが屋根裏部屋に遺していたものたちが、

  完成したビンゴの数によってくじがひけます。 　　不思議な縁でいろんな人の手にわたり奇跡的にその願いがかなっていく。悩みや問題を抱える人々が

  賞品も用意してますので、たくさん参加してくださいね。 理論社 　　ちょっとしたやさしさで救われていく、希望と愛でいっぱいの物語。

　　  　期間：6月１７日（月）～６月２１日（金） 「アフリカで、バッグの会社はじめました」寄り道多め仲本千津の進んできた道

　抽選期間：6月２４日（月）～６月２８日（金） 　目の覚めるような原色に、花や動物、サークル模様がデザインされていて、持つだけで心が華やいでくるーー

※用紙は図書室にあります。 人気のバッグ・ブランド「リッチーエブリデイ」を立ち上げた仲本千津さんは、いま注目の「社会起業家」です。

千津さんは、子供のころから「人の命を救う仕事をしたい」と思っていました。最初は医師になりたいという

夢をもっていましたが、それをあきらめることになり、次に国連職員を目指します。大学に入り、今度は研究

者への道を進みましたが、銀行員として社会人生活をスタートすることになりました。それでも、自分の夢を

かなえる仕事を探しつづけた千津さんは、転職先の仕事でアフリカ・ウガンダのシングルマザーたちに出会い

ます。「彼女たちの力になれるビジネスはないだろうか」。そして千津さんは、アフリカンプリントを使ったバッグ

　　　江口絵理||著 をつくる会社を立ち上げました。バッグづくりを通して、アフリカの貧困問題を解決し、女性を勇気づけ、輝

　　　さ・え・ら書房 かせたいーー迷い、遠回りしながら、自分の信じる道を歩んできた仲本千津さんの姿を描くドキュメンタリー。

「本をたくさん読もう！」 青少年読書感想文全国コンクール課題図書

雨が多くなる季節です。
カバンの中などに入れた
本がぬれたりしないように
気をつけて下さい。
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